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『
中
華
若
木
詩
抄
』
は
、
建
仁
寺

の
僧
で
あ

っ
た
如
月
寿
印
が
中
華
と
本
朝
の
詩
人

の
七
言
絶
句
詩
二
六

一
篇
を
交
互
に
配
し
、
注
釈

を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
、

主
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
詩

の
内
容
に
焦
点
を

合
わ
せ
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
底
本

に
は
、
寛
永
十
年
版

の
複
製
で
あ
る

『中
華
若
木
詩
抄
』
(勉
誠
社
。
昭
45
)
を
用
い
る
。
上
、

中
、
下
巻

に
収
め
ら
れ
る
詩

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
私
に
番
号
を
施
し
た

(上
巻
に
は
上
1
よ
り
上
82
ま
で
の
八
二
首
、
中
巻
に
は
中
1
よ
り
中
83
ま

で
の
八
三
首
、
下
巻
に
は
下
1
よ
り
下
96
ま
で
の
九
六
首
が
収
め
ら
れ
る
)。

D

童

蒙

の

啓

蒙

(

『
中
華
若
木
詩
抄
』

に
は
、

序
文
や
賊
文
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
禅
僧
の
作
品
集
で
は
、
公
的
性
格
を
持
た
せ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
序
文
や
践
文
が
付
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
ら
を
欠
く
こ
と
は
、

『中
華
若
木
詩
抄
』
が
か
な
り
私
的
性
格

の
濃

い
作
品
集
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
も
、

や
は
り
童
蒙

に
対
す
る
啓
蒙
を
意
図
し
た
書
で
あ
る
と
考
え
る
。
時
代
が
降
れ
ば
降
る
ほ
ど
、

文
筆
の
業
に

従
事
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
年
齢
層
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
師
僧

の
代
作
ば
か
り
で
は
用
は
済
ま
な
い
。
そ
こ
で
、
禅
林
に
入
る
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や

い
な
や
、
む
し
ろ
本
格
的
な
坐
禅

の
修
行
を
二
の
次
に
し
て
、
文
筆
習
得

の
た
め
の
教
育
が
開
始
さ
れ
る
。
当
初

の
入
門
書

・
教
科
書

と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
は
、
『
三
体
詩
』
や

『
古
文
真
宝
』
で
あ
り
、
つ
い
で
、
中
国
の
詩
人
の
中
で
代
表
的
な
杜
甫
、
李
白
、
蘇
転
、
黄

庭

堅
等
の
作
品
も
学
ん
で
い
る
。
詩

の
解
釈
法
や
製
作
法
を
会
得
す
る
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
暗
調
や
習
字
の
た
め
の
教
材
で
も
あ

っ
た
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
入
門
書

.
教
科
書
が
定
着
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
特
に
繰
り
返
し
教
え
る
師
僧
の
中
に
は
、
飽
き
足
ら
な
い
も
の
を
感
ず

る
者
も
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。
『新
編
集
』
『
新
選
集
』、
さ
ら
に
は
そ
の
要
約
版
と
し
て
の

『錦
繍
段
』
『
続
錦
繍
段
』
等
が
編
纂
さ
れ
る
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
も
、
基
本
的
に
は
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
と
考
え
る
。
『
錦
繍
段

(抄
)
』
や

『続
錦
繍
段

(抄
)』

に
倣

っ
て
収

集
、
注
釈
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』

に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
詩
の
総
数
は
二
六

一
篇
で
あ
る
。
『
両
朝
三
百
首
』
(鯨
灘
款
)
や

『和
漢
三
百
首
』
(腱
院
灘
輌
)
の
書

名

を
冠
す
る
も
の
も
存
す
る
。
体
裁
を
整
え
た
本
と
し
て
は
、
三
〇
〇
篇
(絶
海
と
明
太
祖
の
唱
和
を
独

立
さ
せ
る
時
は
三
〇
一篇

)を
取
り
あ
げ
る
の
が
望
ま
し
か
っ
た
。
に

も

か
か
わ
ら
ず
、
二
六

一
篇

に
止
ま

っ
た
の
は
、
「
未
完
の
未
精
撰
の
も
の
で
あ
る
」
(底
本
所
収
の
中
田

祝
夫
氏
解
説
参
照
)
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
編

者

の
無
頓
着
の
た
め
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
。
編
者
と
し
て
は
、
公
的
な
性
格
を
有
し
た
書
を
作
ろ
う
と
す
る
意
欲
は
稀
薄
で
あ
り
、

親
近
の
童
蒙

に
対
し
て
、
従
前

の
も
の
と
は
趣
き
を
異
に
し
た
も

の
を
与
え
よ
う
と
し
て
、
試
み
に
編
纂
し
た
も

の
で
あ
る
。
私
的
性
格

の
濃

い
も
の
で
、
取
り
あ
げ
る
詩
数
に
は
拘
泥
し
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

童
蒙

に
対
す
る
啓
蒙
を
意
図
し
た
書
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
抄
の
内
容
、
抄
者
の
注
釈
の
態
度
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
抄
者

の
注

釈

の
態
度
は
、
次

の
よ
う
な
教
訓
的
な
言
辞
に
よ
く
現
れ
て
い
る

(注
釈
の
引
用
に
際
し
て
は
、
読
点
を
私
に
施
し

た
。
ま
た
、
通
行
の
字
体
に
改
め
る
こ
と
が
あ
る
)。

此
詩

ハ
未
達

ノ
時

ハ
不
可
学
也
、
作
意
太
妙
也
、

(中
27

「春
圃
桔
棉
」
詩
項
)

稽
古

ノ
人

ハ
此
格
無
用
也
、
作
意

ハ
尤
可
学
之
、

(
中
55

「寄
故
人
」
詩
項
)

其
上

へ
大
才
ノ
人
ナ
レ
ハ
子
細
ア
ル
ヘ
シ
、
後
輩

ハ
用
捨
可
然
乎
、

(下
54

「
落
葉
」
詩
項
)

「
未
達
」

の
人
や

「稽
古

ノ
人
」
や

「後
輩
」
に
対
し
て
教
導
す
る
言
辞
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
例
え
ぽ
次

の
よ
う
な
言
辞
が
み
ら
れ
る
。
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古

人

ノ
詩

ニ
ア

ル

ト
云

テ
柳

ホ

ニ
用

マ
イ

コ
ト
ゾ
、

悪

ク

ス

レ
バ

ウ

ノ

マ
子

ノ
鴉

ト
云

タ
ヤ

ウ

ナ
ゾ

、

(
上

8

「
諦
仙
観
爆

図
」
詩
項
)

一
偏

ニ

ハ
見

ル

ヘ
カ

ラ
ズ

、

(
中
53

「
花

埋
苔
」
詩
項
)

容

易

二
字

ヲ
下

タ

ス
ベ

カ

ラ

ス
、

(
中
79

「
淵
明
濯
足
図
」
詩
項
)

初

心

者

、
後

学

者

に
対

す

る
言
辞

で
あ

る
。

た

だ

し
、

「
童

蒙

」

と

し

た

が

、

ま

っ
た

く

の
初

心

者

を

対
象

に
し

た

も

の
で

は

な

い
こ

と

は
、淵

明

カ

コ
ト

ハ
児

童
走

卒

二
至

ル

マ
テ

モ
耳
熟

シ

タ

ル

コ
ト

ナ

レ
バ

不
レ
及

レ
記

之

、

(
中
79

「
淵
明
濯
足

図
」
詩
項
)

に

よ

っ
て
も
知

ら

れ

よ
う

。

D

題
辞

・
素
材
に
関
わ
る
特
徴
i

実
用
性
の
重
視

(

『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
編
纂
意
図
は
、
「童
蒙

の
啓
蒙
」
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
そ
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
編
者
は

特
別

の
配
慮
を
払

っ
て
い
る
。
中
華

の
詩
人

の
み
な
ら
ず
、
本
朝

の
詩
人

・
禅
僧
の
作
品
を
加
え
て
い
る
の
も
そ
れ

で
あ
る
.
中
華
と
本

朝

の
詩
人
の
詩
を
交
互
に
配
し
て

一
書
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
認
め
ら
れ
な
い
新
し
い
試
み
で
あ
る
。

『
錦
繍
段
』
や

『
続
錦
繍
段
』
が
、
主
と
し
て
題
辞
や
素
材
に
注
目
し
て
分
類
し
て
詩
を
収
め
る
の
に
対
し
て
、
『
中
華
若
木
詩
抄
』
に

は
そ

の
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
『
錦
繍
段
』
と

『続
錦
繍
段
』
の
分
類
部
門
は
、

順
序
に
異
同
が
存
す
る
が
、

大
略

一
致
し
て
い
る
。

『中
華
若
木
詩
抄
』

の
編
者
が
、

部
門
に
分
類
し
て
配
列
し
て
い
な
い
こ
と
は
、

題
辞
や
素
材
に
よ
っ
て
分
類
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味

し
、
編
者
に
童
蒙
を
系
統
的
に
啓
蒙
す
る
と
い
う
意
志
が
稀
薄
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

こ
れ

は

『
中
華
若
木
詩
抄
』
が
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
私
的
性
格

の
濃

い
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
系
統
的

で
は
な
い
が
、
題
辞

や
素
材
に
留
意
し
て
集
詩
、
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
好
意
的

に
評
価
す
れ
ば
、
『
中
華
若
木
詩
抄
』
は
、
「
実
用
」
に
即

し
た
指
導
書
で
あ
る

こ
と
を
目
指
し
た
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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「
実
用
」
に
即
し
た
指
導
書
と
は
、

当
代

の
禅
僧
と
し
て
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
詩
作
の
製
作
法
を
示
す
書

の
こ
と
を

意
味

す
る
。
当
代
の
禅
僧
と
し
て
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
詩
と
は
、
日
常
茶
飯
事
と
し
て
要
請
さ
れ
る
詩
、
次

い
で
禅
林
に
お
い
て

慣
習
化
し
、
な
か
ば
儀
礼
化
し
た
詩
、
さ
ら
に
権
門
や
庇
護
者
よ
り
要
請
さ
れ
る
こ
と

の
多

い
詩
等
で
あ
る
。

禅
僧
が
日
常
茶
飯
の
事
と
し
て
要
請
さ
れ
る
詩

に
つ
い
て
は
、
常
識
と
し
て
習
熟
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』

の
抄
者
も
、
こ
の
点
に
留
意
し
、
種

々
の
角
度
よ
り
指
摘
し
て
い
る
。

捻
シ
テ
塵
ト
云
ノ

一
字
題
ガ
大
事
也
、

(中
略
)
此

ノ
詩

ナ
ン
ト
ガ

一
字
題

ノ
本
也
、

(上
80

「
塵
」
詩
項
)

捻
シ
テ
ニ
字
題

ハ
題
ノ
字

ヲ
出
サ
ス
シ
テ
作

ル
ガ
タ
シ
ナ
、・・也
、

出
シ
テ
モ
不
苦
也
、

出
サ
ジ
ト
テ

ワ
ビ
シ
ク
作
ル
ハ
出
シ
テ
ユ
ウ

ー

ト

ア

ル

ヨ
リ

ハ
ヲ

ト
リ
也

、

(中

略

)

此

詩

第

四
句

二
落

葉

ノ
字

ソ

ノ

マ
ニ
出

サ

レ
タ

リ
、

時

分

ハ
イ

マ
ダ

上

古

ニ
テ
絶

句

ノ
詩

ナ
ン
ド
ガ
ウ
ツ
ク
シ
ク
ソ
ロ
バ
ヌ
也
、
其
上

へ
大
才

ノ
人
ナ
レ
ハ
子
細
ア
ル
ヘ
シ
、
後
輩

ハ
用
捨
可
然
乎
、

(下
54

「落
葉
」
詩
項
)

一
字
題
詩
、
二
字
題
詩

に
つ
い
て
の
注
意
で
あ
る
。
前
者
は
、
本
朝

の
九
鼎

「塵
」
詩
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。

一
字
題
の
重
要
性
と
、

九
鼎
詩
が
そ
の
お
手
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
者
は
、
本
朝

の
義
掌

「落
葉
」
詩
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
義
堂
詩
は
、
二
字
題

で
あ
り
、
結
句
を

「真

ケ
梧
桐
落
葉
声
」
と
す
る
。
題
辞

の

「落
葉
」
を
そ
の
ま
ま
詠
み
込
む
こ
と
に
対
す
る
見
解

で
あ
る
。
指
導
は
懇

切

で
あ
る
。

是

レ
ハ
句
題
也
、
句
題

ニ
ハ
最
下
ノ
一
字

ヲ
四
ノ
句
ノ
駒

ニ
フ
ム
カ
大
法
也
、
然

レ
ト
モ
此
句

ノ
下

ニ
ハ
灰
声

ノ
字

ニ
テ
平
声
ノ
字
ナ

シ
、
平
声
ノ
字
ノ
中

ニ
テ
最
下
ノ
字

ハ
花
ノ
字
也
、
故
花

ノ
字

ヲ
匂

ニ
フ
ム
也
、

コ
レ
モ
句
題

ノ
句

ノ
ト
リ
ヤ
ウ
ノ
手
本
ナ
ル
ベ
シ
、

(中
61

「
遙
見
人
家
有
花
便
入
」
詩
項
)

句
題
詩
に
つ
い
て
の
注
意
で
あ
る
。
本
朝

の
希
世

「遥
見
人
家
有
花
便
入
」
詩
の
結
句
は

「処
々
相
過
為
有
花
」

で
あ
る
。
題
辞
は
、
抄

者
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
白
居
易

「
尋
春
題
諸
家
園
林
」
詩

に
対
す
る

「
又
題

一
絶
」
詩

の

「遥
見
人
家
花
便
入
、
不
論
貴
賎
与
親
疎
」

句

に
拠
る
。
佳
句
と
し
て
知
ら
れ
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

句
題
詩
の
場
合
は
、

最
下
の

一
字
を
結
句
に
押
韻
す
る
の



33『 中華若木詩抄』寸見

が

「
大

法

」

で

あ

る
。

が

、

こ

の
句

題

の
場

合

は
、

原

典

の
詩

に

お

い

て
奇
数

句

・
転

句

で
あ

り
、

そ

も

そ
も

押

韻

さ

れ

た
句

で

は
な

く
、

「
入

」

字

は
灰

声

で
あ

る
。

そ

こ

で
、

平

声

の
字

の
中

で
最

下

に
配

さ

れ

る

「
花

」

字

を

韻

字

と

し

た

と

い
う
指

摘

で
あ

る
。

句

題

、
特

に
白

居

易

の
佳

句

に

つ

い
て

は
、

禅

林

で

は

そ
れ

ほ
ど

受

容

、

愛

賞

さ

れ

て

い
な

い
。

が

、
伝

統

的

な

作
詩

法

だ

け

に
、

注

意

を
喚

起

す

る

必

要

が

あ

っ
た

の
で

あ

ろ

う
。

次

の
よ

う

な
指

摘

も

あ

る
。

捻

メ

一
切

ノ
草

木

等

ヲ
賦

ス

ル

ニ
其

草

木

二
作

ル

ヘ
キ

コ
ト

ナ

ケ

レ

ハ
其

草

木

ノ
名

ニ

ヨ
リ

テ
作

也

、

コ
レ

モ
又

一
法

也

、

(
下
9

「
金
銭
花
」
詩
項
)

草

木

等

を

賦

す

る
際

の
注

意

で
あ

る
。

時

代

が

降

る

に

つ
れ

て

、
題

辞

や
素

材

が

細

分

化

し
、

作

者

に
と

っ
て
未
知

の
動
植

物

で
あ

り

な

が

ら

も

作

詩

し
な

く

て

は
な

ら

な

い
機

会

が

多

く

な

る
。

捻

シ

テ
図

ト
題

二
出

ス

ニ

ハ
図

ノ

コ
ト

ヲ

ツ

ク

ラ
ウ

ト

モ
作

ル

マ
シ
キ

ト

モ
其

人

ノ

バ
カ

ラ

イ
也

、

図

非

図

ト
云

テ
図

ニ
ッ

ク

ラ

ヌ
カ

法

ナ

リ
、

然

ト

モ
又

図

二
作

ル

コ
ト

モ
ア

リ
、

図

ハ
画

ナ
リ
、

(
上
74

「
応
制
冨
士
山
図
」
詩
項
)

画

図

題

詩

に

つ
い

て

の
注

意

で
あ

る
。

本

朝

の
横

川

「
応

制

冨

士

山

図
」

詩

に
対

す

る

注

釈

で

あ

る
。

画
図

題

詩

の
場

合

は
、

表

面

的

に

は

む

し

ろ

画
図

の
こ
と

の
よ
う

に
詠

ま

な

い

の
が

「
法

」

で
あ

る
と

す

る

。

画

図

を

眼

前

に
し

て
着

賛

す

る
場

合

、

特

に
首

肯

さ

れ

る
。

た

だ

し
、

厳

密

に
守

ら

れ

な
く

て

は
な

ら

な

い
作

詩

法

で

は

な
さ

そ

う

で
あ

る
。

『
中

華

若

木

詩

抄

』

の
抄

者

が

、

最

も
喚

起

し

た

の
は

、

故

事

題

詩

に
対

す

る

注
意

で
あ

る
。

故
事

題

バ
カ

ヤ

ゥ

ニ
天

下

ノ

コ
ト

ヘ
カ

ケ
テ

シ

タ

タ
カ

ニ
作

ル
者

也

、

風

月

花

鳥

ノ
詩

ノ

ヤ
ウ

ニ
ウ

ツ

ク

シ
ク

ハ
作

ラ

ヌ
也

、

サ

レ

ト

モ
ウ

ツ
ク

シ
ク

テ

モ
細

金

ナ

ル

ハ
ヨ
キ
乎

、

ヨ

ハ
キ

ガ
悪

キ
也

、

サ

ア

ル

ニ
ヨ
リ

テ
故

事

題

ハ

一
キ

ワ

ノ
大

義

也

、

ソ

レ

モ
作

リ
得

タ

レ
バ

又
花

鳥

風

月

ヨ
リ

ハ
作

リ

ョ
イ

ト
云

コ
ト

モ

ア
リ
、

捻

シ
テ
極

意

ノ
上

ニ
テ

ハ
両

方

通

用

也

、

(
中
71

「
東
披
像
」
詩
項
)

故
事

題

ヲ

バ
カ

ヤ
ウ

ニ
論

ヲ

シ

タ

N
カ

ニ
タ
テ

N
作

ル
者

ソ
、

(
下
77

「
揚
雄
」
詩
項
)

(
上

略

)

故

事

題

ノ
手

本

也

、

故

事

題

ト
云

者

ハ
此

詩

ノ
ヤ

ウ

ニ

実

ニ
シ

テ

シ

カ

モ
気

象

ア
リ

テ
死

却

セ

ヌ

ガ

ヨ
イ

也

、

前
後

ノ
故

事
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ヲ
取
リ
ア
ワ
セ
テ
批
判

シ
テ
作
ク
ル
也
、

(下
80

「太
公
釣
溜
図
」
詩
項
)

故
事
題
詩
、
す
な
わ
ち
歴
史
上
著
名
な
人
物
に
対
す
る
賛
詩
や
逸
話

・
故
事
に
対
す
る
賛
詩
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
本

朝

の
惟
肖

「東
披
像
」
詩
項
で
は
、
特

に
花
鳥
風
月
を
素
材
と
し
た
詩
と
の
差
異
を
指
摘
し
、
故
事
題

の
詩
が
ひ
と
き
わ

「大
義
」
で
あ

る
と
す
る
。
中
華
の
謝
栃
得

「
揚
雄
」
詩
項
や
本
朝

の
惟
肖

「
太
公
釣
滑
図
」
詩
項
で
も
、
故
事
題

に
つ
い
て
力
説

し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
総
合
す
る
と
、
故
事
題
の
詩
は

「
シ
タ
x
カ
一こ

作
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

「前
後

ノ
故
事

ヲ
取
リ
ア
ワ
セ
テ
批
判
シ
テ
作

ル
」
こ

と
の
よ
う
で
あ
る
。
賛
す
る
べ
き
個
人
や
逸
話

・
故
事

に
関
し
て
、
で
き
る
だ
け
幅
広
く
話
題

(逸
話
や
故
事
)
を
求
め
、
そ
れ
を
作
者

独
自
の
価
値
観
に
よ
っ
て
裁
断
し
て
作
詩
す
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
作
家
と
し
て
、
禅
詩
と
し
て
、
最
も
個
性
を
発
揮
し
得
る
作
詩
法

と
考
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
来

の
価
値
観
に
拘
泥
し
な
い
、
禅
詩
を
製
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
詩
法
と
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
。

禅
僧

の
唱
和
詩

に
つ
い
て
は
、
例
外
な
く
和
韻
詩
で
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
和
韻
の
法
の
中
で
は
、

「次
韻
」

が
採
用
さ
れ
る
の
が
も

っ
ぱ
ら
で
あ
る
。

和
匂

ハ
大
事
ノ
者
ゾ
、
新

シ
ク
云
イ
出
サ
子
.ハ
曲

ナ
イ
也
、
此
詩
和
匂

ノ
本

ナ
ル
ベ
シ
、

(上
28

「和
月
舟
佳
丈
韻
」
詩
項
)

和
韻

の
法

に
よ
る
唱
和
詩
が
製
せ
ら
れ
る
こ
と
が

一
般
化
す
る
と
、
形
式
の
上
か
ら
の
制
限
が
強
化
さ
れ
、
作
詩
法
が
類
型
化
す
る
。
右

の
例
は
、
本
朝

の
天
隠

の
試
筆
唱
和
詩
で
あ
る

「
和
月
舟
佳
丈
韻
」
詩
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
試
筆
唱
和
詩
は
、
形
式
的
に
も
内
容
的

に
も
類
型
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
新
味
を
出
す
の
は
難
事
で
あ

っ
た
と
推
さ
れ
る
。

禅
林
で
は
、
慣
習
化
し
、
な
か
ば
儀
礼
的
に
交
さ
れ
る
詩
作
が
あ
る
。
試
筆
唱
和
詩
は
そ
れ
で
あ
り
、
他
に
寄
人
詩
、
送
人
詩
、
悼
詩

等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
し
ぼ
し
ば
童
蒙
が
話
題
の
中
心

・
素
材
と
な
り
、
同
時
に
、
自
身
が
詩
作
を
製
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
『中
華
若
木
詩
抄
』
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

捻
メ
イ
タ
、ミ
ノ
詩

ハ
作
リ

ニ
ク
イ
ト
云
儀
也
、
此

ノ
詩
等

ハ
妙
也
、
僧
ガ
イ
タ
ミ
ノ
詩
ヲ
作

ル
ト
云
テ
禅
話
ヲ
入

テ
サ
ラ
リ
ト
サ
ト
リ

ニ
作

レ
ハ
イ
タ
ミ
ニ
テ

ハ
ナ
イ
也
、
悼

ノ
詩

ハ
イ
カ

ニ
モ
愚
痴

二
立
カ

ヘ
リ
テ
作

ル
ベ
キ
ガ
本
也
、

(上
23

「実
微
之
」
詩
項
)
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此
詩

送
行
ノ
詩

二
妙
作
也
、
幽
微

二
作
ラ
レ
タ
也
、
南
江

バ
カ
ヤ

〔
ウ
〕
ノ
詩
力
上
手
也
、

(中
39
「
春
城
別
意
」
詩
項
)

前
者

は
、
悼
詩
を
製
す
る
際
の
注
意
で
あ
る
。
中
華
の
白
居
易

「
実
微
之
」
詩
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
禅
僧
が
僧
の
立
場
で
法
語
め
か
し

て
詩
作
す
る
こ
と
を
戒
め
、
む
し
ろ
俗
の
人
情
に
即
し
て
詩
作
す
る
こ
と
が

「本
」
で
あ
る
と
い
う
。
俗
の
詩

(自
居

易
詩
)
を
代
表
例

に
取
り
あ
げ
な
が
ら
、
禅
僧
詩
人
と
し
て
の
心
得
を
説
く
点
が
特
徴
で
あ
る
。
後
者
は
、
本
朝
の
南
江

「春
城
別
意
」
詩

に
対
す
る
注
釈

で
あ

る
。
題
辞
を

一
見
し
た
だ
け
で
は
、
送
行
詩

・
送
人
詩
で
あ
る
と
判
別
で
き
な
い
。
が
、
ふ
さ
わ
し
い
詩
題
を
選
定
し
て
詩
を
賦
し

た
上

で
、
そ
れ
を
故
人
に
贈

っ
て
別
意
を
表
す
る
の
も
送
別
法

の
一
つ
で
あ

っ
た
。

権
門
や
庇
護
者
か
ら
詩
作
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
要
請
さ
れ
る
時
と
場
合
が
限
定
さ
れ
、
し
た
が

っ
て
詩
作

の
内
容
も
限
定
さ

れ
る
が
、
依
頼
者
が
権
門
や
庇
護
者
で
あ
る
だ
け
に
、
細
心

の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

応
制

二
恰
好
シ
タ
ル
詩
也
、
妙
也
、

(中
16

「応
制
賦
三
山
」
詩
項
)

コ
レ

ハ
和
歌
ノ
題
也
、

(中
53

「花
埋
苔
」
詩
項
)

前
者

は
本
朝
の
絶
海

「
応
制
賦
三
山
」
詩
、
後
者

は
本
朝

の
天
隠

「花
埋
苔
」
詩
に
対
す
る
注
釈
か
ら
引
用
し
た
。
応
制
詩
は
、
勅
命
に

従

っ
て
の
作
詩

で
あ
る
。
絶
海
詩

の
場
合
は
、
洪
武
九
年

(永
和
二
年
。

=
二七
六

)
の
春
、

明

の
太
祖
高
皇
帝
に
英
武
楼

に
召
見
さ
れ
て
の
作
詩
で
あ

り
、
皇

帝
よ
り
唱
和
詩
を
賜
わ

っ
て
い
る
。
絶
海

の
み
な
ら
ず
、
禅
林

の
名
誉
事
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
題
詩
は
、
和
歌
題
に

よ
る
作
詩

で
あ
り
、
禅
僧
、
禅
林

の
依
頼
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
世
俗
か
ら
の
依
頼
作
品
、
あ
る
い
は
和
歌
を
得
手
と
す
る
俗

の
人

々

と
同
席

し
て
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
は
、
右

の
ほ
か
に
も
、

応
制
詩
と
そ
れ
に
準
ず
る
作
品
や
和
歌
題
詩

が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
次

の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

和
歌

ノ
題

ニ
テ
蘭
披
応
制
ノ
作
也
、

(上
46

「
山
中
紅
葉
」
詩
項
)

本
朝

の
蘭
披

「山
中
紅
葉
」
詩
が
、
応
制
詩
で
あ
る
と
同
時
に
和
歌
題
詩
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
、

題
辞
や
素
材
の
面
に
注
目
し
て
検
討
し
た
。
『
中
華
若
木
詩
抄
』

の
編
者
は
、

童
蒙
の
啓
蒙
書
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
配
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慮

を
払

っ
て
い
る
.
そ
の
配
慮
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は

「実
用
性

の
重
視
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

た
目
的

の
一
つ
は
、
実
用
的
な
指
導
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
を
編
纂
し

m

内
容
面
に
お
け
る
特
徴
-

禅
的
発
想
の
重
視

(

『
中
華
若
木
詩
抄
』

の
編
者
が
取
り
あ
げ
る
詩
に
つ
い
て
、

内
容
面
か
ら
そ
の
特
徴
を
探

っ
て
み
た
い
。

具
体
的

に
は
、
発
想
と
表
現

に
注
目
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
注
釈
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
評
が
あ
る
。

=

フ

旬

ヨ
リ
三
四
ノ
句

マ
デ
ス
ラ
リ
ト

一
ス
ヂ

ニ
作

ル
妙

ナ
リ
、

(上
4

「秋
夜
聴
雨
」
詩
項
)

ア

リ
ー

ト
作

タ
詩

也

、

(
上
51

「
新
涼
」
詩
項
)

何

ノ

テ

マ

モ
入

ラ
ズ

妙

ニ
ツ

ク

ラ

レ

タ
ゾ
、

(
中
45

「
題
画
」
詩
項

)

造

作

モ
ナ

ク
作

リ

タ
也

、

妙

也

、
種

々

マ
ワ
イ

タ
吟

ナ

ク

シ
テ

ソ

ノ

マ

ニ

ニ
テ
妙

ナ

ル

ソ
、

(
中

58

「
山
中
与
幽
人
対
酌

」
詩
項

)

此

詩

ハ
何

ノ

ヤ
ウ

モ

ナ

ク
江
村

ノ
景

ヲ

ソ

ノ

マ
玉
画

カ

イ

タ

ヤ

ウ

ニ
作

リ

タ

カ
妙

也

、

元

来

詩

画

一
律

ト

テ
詩

ト
画

ト

ハ

一
ッ
也

、
詩

中

二
有

画

画

中

二
有

詩

ト
云

フ
、

(
下
37

「
江
村
」
詩
項

)

編

者

・
抄

者

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の
詩

の

「
ス
ラ

リ

ト

一
ス
ヂ

一こ

「
ア
リ

ー

ト
」

「
何

ノ

テ

マ
モ
入

ラ
ズ

」

「
造

作

モ

ナ

ク
」

作

ら

れ

て

い

る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詩
が
、
眼
前
の
あ
る
が
ま
ま
の
状
景
、
状
況
を
写
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
す

る
。
私
意
を
抑
え
、

一
見
無
造
作
に
、
あ
る
が
ま
ま
に
写
し
た
詩
で
あ
る
。
伝
統
的
文
学

(観
)
を
基
盤
に
し
た
常
識
的
な
発
想
と
、
平
易
な
表
現
に
よ

っ
て

作
品
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

初
心
者
で
あ
る
童
蒙

に
と

っ
て
は
ど
う
し
て
も
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
詩
法
、

禅
林
、

禅
僧
の
詩

(禅
詩
)

の
基
本
に
な
る
作
詩
法
よ
り
成

っ
た
詩
で
あ
る
。

理
解
、

鑑
賞
が
比
較
的
類
型
的
な
詩
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
抄
者
の
注
釈
も

簡
潔
で
あ
る
場
合
が
多

い
。
叙
景

の
詩
、
画
図

の
賛
詩
等
が
多
い
。
右
の
評
語
の
中
で
は
、
特
に

「
ア
リ
ー

」

に
注
目
さ
れ
る
。

『
中

華
若
木
詩
抄
』
の
抄
者

は
、
素
直
な
発
想
と
平
易
な
表
現
か
ら
成
る
好
ま
し
い
叙
景
詩
で
あ
る
こ
と
を
示
す
代
表
的
な
評
語
と
し
て

「
あ
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り

ー

」

を

用

い
る

。
「
面

白

キ
夏

景

也

、

ア

リ
ー

ト
作

タ

ソ
」

(中
7
「
雨

過
」
詩
項
)、

「
聞

笛

処

ノ
即
景

ヲ
ア

リ
ー

ト
作

ラ

レ

タ
也
」

(齢
舶
諦
獺
)、

「
呉

江

ノ
晩

景

ヲ

ア
リ

ー

ト

ノ
ベ

テ

(
下

略

)
」
(酢
遡
L「誤
響

、

「
画

中

ノ
景

ヲ
宛

然

ト

ア
リ

ー

シ
ク

云

イ
出

タ

サ

レ
タ

ル
也

」
(掛
醐
L「読
嶽
)

等
と
あ
る
。
な
お
、
中
華
の
遜
醐

「
江
村
」
詩
項
に
引

か
れ
る
、
王
維

の
詩
画
を
評
し
た

「詩
中
有
画
、
画
中
有
詩
」

に
つ
い
て
は
、
本

朝

の
南
江
下
74

「
画
軸
」
詩
項
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
『中
華
若
木
詩
抄
』

の
抄
者
は
、

春
昼

ノ
趣
自
然

ニ
キ
コ
ヘ
テ
妙

ナ
ル
ソ
、

(下
53

「春
日
作
」
詩
項
)

ち

柳
禦

ノ
体
如
レ在
レ
眼
中
也
、

(
下
57

「
柳
架
」
詩
項
)

と
す
る
。

い
ず
れ
も
叙
景

の
詩
で
、
景
よ
り
得
た
素
直
な
発
想
と
平
易
な
表
現
か
ら
成
る
好
ま
し
い
詩
と
し
て
評
価
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『中
華
若
木
詩
抄
』
の
編
者
は
、

素
直
な
発
想
と
平
易
な
表
現
か
ら
成
る
詩
を
取
り
あ
げ
る
。

漢
詩
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
者
の
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
発
想
、
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
筆
を
志
す
禅
僧
は
、
さ
ら
に
も
う

一
つ
の
面
か
ら
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
は
宗
教

的
な
活
動
を
基
盤

に
し
た
発
想
や
表
現
で
あ
る
。
禅
僧
が
果
た
し
得
る
、
禅
僧
独
得
の
発
想
、
表
現
で
あ
る
。
禅
僧

の
詩
が
、
特
に
禅
詩

と
し
て
、

一
般
の
詩
と
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ぽ
、
禅
的
発
想
と
博
引
傍
証

の
問
題

に
絞
ら
れ
よ
う
。
こ

の
う
ち
、
博
引
傍
証

に
つ
い
て
は
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
徹
底
す
る
。
禅
僧
の
知
的
水
準
は
極
度

に
高
め
ら
れ
、
観
念
的
世
界
は
膨
張

す
る
。

一
朝

一
夕
に
習
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

童
蒙
に
対
し
て
は
、

そ

の
要
求
に
も
限
度
が
存
す
る
こ
と
に
な

る
。
『中
華
若
木
詩

抄
』

の
抄
者
も
、
こ
の
点

に
留
意
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
が
依
拠
し
た
逸
話

・
故
事
や
佳
句
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅

の
関
係
上
、
割
愛
し
た
。

一
方
、
禅
的
発
想
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
従
来
の
価
値
観
を

一
新
、
転
換
し
た
内
容
に

な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
価
値

の
転
換
を
内
容
と
し
た
禅
的
発
想
こ
そ
は
、
既
成
の
観
念
や
価
値
観

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
あ
り

の

ま
ま

の
生
を
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
禅
僧

に
し
て
能
く
保
持
し
得
る
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
ら
に
、
禅
的
発
想
は
、
自
己
の
宗
教
的

基
盤

・
悟
境
よ
り
、
自
然
発
生
的
に
作
品
中

に
示
さ
れ
る
も
の
で
、
個
性
的
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
時
代
が
降
り
作
品
数
が
多
く
な
る

と
、
お
お
ま
か
に
類
型
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
抄
者

は
、
類
型
化
し
て
示
す
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ま
で
の
配
慮
は
し
て
い
な
い
が
、
禅
的
発
想
に
よ
る
作
品
を
多
く
取
り
あ
げ
て
い
る
。
対
象
は
言
う
ま
で
も
な
く
未
悟
の
童
蒙
で
あ
る
が
、

将

来
禅
僧
と
し
て
禅
詩
を
製
す
る
上
で
、
早
く
よ
り
馴
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『中
華
若
木
詩
抄
』
の
内
容
面
に
お
け
る
特
徴

の
一
つ
は
、

禅
的
な

発
想
に
よ
る
作
品
が
多
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例
を
示
そ
う
。

調
会
昌

縢
玉
宵

莫
道
文
章
不
直
銭
、
布
衣
親
到
玉
皇
前
、
好
詩
未
足
三
千
首
、
又
為
梅
花
入
痒
燗
、

上
巻
35
に
収

め
ら
れ
る
中
華
の
膝
斌
(元
。
字

は
玉
宵
)
の
詩

の
眼
目
は
後
半
部

に
あ
る
。
前
半
部
で
、
世
人

の

「文
章
な
ど

一
銭
に
も
値
し
な
い
」

と

い
う
言
を
否
定
し
た
上
で
、
布
衣
無
官
の
身
が
親
し
く
天
子
の
御
前
に
近
侍
し
得
た
の
は
文
章

に
長
じ
た
が
故
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

上
で
、
今
や
会
昌
に
流
諦
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
好
詩
は
い
ま
だ
三
千
首
に
足
ら
ず
、
幸
い
に
南
方
の
梅
花
を
得
て
こ
れ
を
充
足
す

べ
く
勇
躍
痛
霧

の
地
に
赴
く
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
後
半
部
で
あ
る
。
流
諦
の
こ
と
は
、
実
生
活
に
お
け
る
俗
事
で
あ
り
、
非
惨
事

で
あ
る
。
特

に
当
事
者

に
と

っ
て
は
、
感
慨

一
入
の
も
の
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
。
自
己
の
落
胆
、
絶
望
の
情
を
そ
の
ま
ま
詩

に
す
る
こ
と

も
可
能

で
あ
る
。
が
、
右

の
詩

の
場
合
は
、
落
胆
、
絶
望
の
情
に
沈
む
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

『
中
華
若

木
詩
抄
』
の
抄
者
は
、

か
　

ぎ

　
　

諦

セ
ラ
ル
X
ハ
誰
モ
メ
イ
ワ
ク
ナ
コ
ヲ
詩

ニ
モ
作
ク
ル
ニ
引
カ
ヘ
テ
作
ル
也
、
豪
気
可
レ尚
、

と
す
る
。
「
引
カ
ヘ
テ
作
」

っ
て
い
る
点
を
評
価
し
て
い
る
。

順
風
満
帆
時
の
生
活
を
可
と
し
、

不
遇
落
胆
時
の
生
活
を
不
可
と
す
る
の

は
、
世
俗
の

一
般
的
な
価
値
観
で
あ
る
。
が
、
禅
僧
、
禅
林
に
お
い
て
は
、
世
俗
の

一
般
的
な
価
値
観

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

ら
を
転
換
し
、

一
新
し
た
よ
う
な
作
品
が
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

世
俗
の
価
値
観
の
中
で
最
大
の
関
心
事
は
、
「
栄
」
と

「辱
」

に
関
わ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
き

の
縢
斌

の
詩
は
、

実
生
活
に

お
け
る
流
調
と
い
う
俗
事
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
文
学
の
世
界
に
お
け
る
雅
事
に
転
じ
て
い
た
。
流
諦
を
素
材
に
し
た
詩
と
し
て
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は
、

次

の
よ

う

な
作

品

も

あ

る
。

東

披

戴

笠

図

江

西

戴

笠

褒

裳

禿

髭

双
、

夢

中

不
覚

落

蛮

邦

、

牛

欄

西

畔

漠

濠

雨

、

酔

眼

玉

堂

雲

霧

窓

、

中

巻

65

に
収

め

ら
れ

る
本

朝

の
江

西

の
作

品

で
、

南

方

憺

耳

の
地

に
流
請

さ

れ

た
蘇

較

が

不

可

思
議

な
笠

を
着

し

て
彷

径

す

る
図

へ
の
賛

で

あ

る
。

俗

事

、
惨

事

を

写

し

た

図

へ
の
賛

で
あ

る
が

、

江

西

は
、

蘇

転

が

こ

の

一
事

を
夢

中

事

と

し

て
観

じ

て

お

り
、

田
舎

と
都

を
分

別

す

る

こ
と

は
な

く

、

し

た

が

っ
て
蛮

村

の
雨

も
宮

中

の
雨
と

同

様

に
対

し

て

い

る
と

す

る
。

『
中

華

若

木

詩

抄

』

の
抄

者

は
、

サ

レ

ト

モ
東

披

ハ
是

亦

一
束

披

、

非

亦

一
束

披

ナ

レ

ハ
万

事

ヲ
夢

ト

ミ

レ

ハ
コ
エ

ハ
夷

中

コ
ニ

ハ
京

ト
分

別

ス

ル

コ
ト

モ

ナ
イ

ソ
、

カ

ヤ
ゥ

ノ
銀

難

ヲ
身

ニ
ヲ
ボ

ヘ
ヌ

ソ
、

牛

欄

西

畔

ノ
雨

ヵ
即

チ
天

上

玉

堂

雲

霧

也

、

カ
ヤ

ウ

ノ
句

法

可
着

眼
、

の

よ
う

な
注

釈

を
加

え

て

い

る
。

特

に
後

者

に

つ
い

て

は
、

こ

れ

こ

そ

蘇

転

が

「
儒

者

ノ
知

識

ト
テ
大

明

眼

ノ
者

」

(省
略
部

)
で
あ

っ
た

か

ら

可

能

で
あ

っ
た
と

す

る
。

江

西

詩

で

は
、

夢

中

事

と

観

ず

る

こ
と

に
よ

り

、
転

句

の
俗
事

も
結

句

の
雅

事

も

平

等

、

無

差

別

で
あ

る
と

す

る
。

抄

者

の

「
カ

ヤ

ウ

ノ
句

法

可

着

眼

」

の
評

は
、

価

値

の
転

換

を

図

っ
た

発

想

法

に
対

す

る
賛

辞

と

解

す

る
。

な

お
、

右

の
江

西

詩

に

つ

い
て

は
、

「
賛

蘇

転

笠

履
像

作

品

に

つ

い
て
」
(岡
山
大
学
教
養
部
紀
要
・
12
号
、
昭
51
・
3
。
拙
著

『禅
林
の

文
学
i
中
国
文
学
受
容
の
様
相
』
第
三
章
第
一
節
に
も
所
収

)
に
お

い
て
少

し
く

検

討

し

た
。

こ

の
論

考

で

は
、

蘇

転

の
被

物

に
関

す

る
話

題

で
あ

る

「
子

謄

様

帽

」

と

「
蘇

輯

戴

笠

像

」

を

取

り

あ

げ

、
禅

林

に
お

い
て

は
、

都

に

お
け

る
栄

誉

、

風

流

を
象

徴

す

る

「
子
謄

様

帽

」

よ

り

も
、

流

調

、

俗

事

を
象

徴

す

る

「
蘇

転

戴

笠
像

」

の
方

に
興
味

と

関

心
が

寄

せ

ら

れ

て

い
る

こ
と

を
指

摘

し

た

(禅
僧
は
、
蘇
賦
の
戴
笠
像
に
対
し
、
夢
中
事
と
観
ず
る
こ
と
、
天
恩
や
君
恩
と
観
ず
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
蘇
賦
の
心
情
を
推
し
測
る
こ
と
、
海
外
四
州
の
た
め
に
評
価

す
る
こ
と
、
超
俗
の
姿
態
と
観
ず
る
こ
と
、
笠
履
を
天
地
に
比
し
笠
篶
底
が
九
州
四
海
で
あ
る
と
観
ず
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
価
値
を
転
換
し
、
作
品
化
し
て
い
た

)。

『
中

華

若

木

詩

抄

』

に

は
、

次

の

よ
う

な

作

品

を

も

取

り

あ

げ

て

い

る
。

乞

米

黄

君

度

恨

不
移

封

飯

穎

山

、

却

来

写

帖

学

陶

顔

、

首
陽

豊

是

無

薇

蕨

、

瀬

把

清

名

落

世

間

、
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松

李
誠
之

半
依
巌
曲
椅
雲
端
、
独
立
亭

々
冒
歳
寒
、

一
事
頗
為
清
節
累
、
秦
時
曽
作
大
夫
官
、

前
者
、
中
華
の
黄
君
度

の

「乞
米
」
詩
は
、

中
巻
3
に
収
め
ら
れ
、

貧

の
あ
ま
り
米
を
人
に
乞
う
た
詩
で
あ
る
。
「
李
白
飯
穎
山
頭
逢
杜

甫
」
の
逸
話
や
陶
淵
明
と
顔
真
卿
の
逸
話
を
詠
出
す
る
が
、
一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
に
あ
ろ
う
。
伯
夷
と
叔
斉
の
首
陽
山
の
薇
蕨

(ぜ
ん
ま
い

と
わ
ら
び
)

を
食
ん
で
餓
死
し
た
故
事
も
熟
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
清
名
が
世
間
に
聞
こ
え
る
こ
と
を
む
し
ろ
嫌
悪
し
て
、

不
本
意
な
が
ら
も
米
を
乞
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
譜
誰

の
気
味
が
濃
い
作
品
で
あ
る
が
、
抄
者
も
、

(上
略
)
我
力
心

ニ
ハ
伯
夷
叔
斉
力
清
名
ノ
キ

コ
ヘ
タ
サ
へ
見
タ
ウ
モ
ナ
イ

コ
ト
也
、

隠
者

ハ
人
間

ヘ
ハ
足
ブ
ミ
ヲ
セ
ズ
名

モ
聞

ヘ
ヌ

ガ
本
ソ
、
清
名

ノ
世
間

ヘ
キ
コ
エ
タ

ハ
至
極
人
間

ノ
塵

ニ
ケ
ガ
サ
レ
タ
モ
ノ
我

ハ
イ
ヤ
ゾ
、
サ
ヤ
ウ

ニ
名
聞
ガ

マ
シ
ク
ア
ラ
ン
ズ
ル
ナ

ラ
バ

一
向
世
間

へ
出
テ
人
ノ
御

ヒ
ゲ
ノ
塵
ヲ

ハ
ラ
ウ
テ
コ
ソ
居

ル
ベ
ケ
レ
、
清
名
ノ
キ
コ
ユ
ル
モ
悪
名
ノ
キ
コ
ユ
ル
モ
名
聞

ハ
同
シ
コ

ト
ソ
、

と

し
て
、
「
清
名
」
を
も
否
定
し
て
い
る
。

後
者
、
中
華

の
李
師
中

(宋
。
字

は
誠
之
)
の

「松
」
詩
は
、
中
巻
54
に
収
め
ら
れ
、
松

に
対
す
る
賛
詩

で
あ
る
。
歳
寒

の
操
を
詠
出
す
る
が
、

一
詩

の
眼
目
は
後
半
部
に
あ
ろ
う
。
こ
の
松
の
清
節
を
賛
す
る
上
で
煩
い
と
な
る

一
事
が
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
秦

の
始
皇
帝

の
雨
宿
り
に
よ
っ
て
得
た
五
大
夫
の
官
で
あ
る
と
す
る
。
抄
者
も
、

サ
レ
ト
モ
コ
ノ
松

二
不
足

ナ
ル
コ
ト
ガ

一
ツ
ア
ル
ソ
、

コ
レ
ガ
松

ノ
清
キ
節
儀

ノ
ワ
ヅ
ラ
イ
ト
ナ
ル
ソ
、
(中
略
)

松

ノ
清
節
万
木

ニ

ス
グ
レ
タ
レ
ド
モ
無
道
第

一
ナ
ル
始
皇

ノ
封
ヲ
受
タ
ル
事
ガ
キ
ズ

ニ
テ
ア
ル
ソ
、

と

し
て
、
松

の
清
節

に
汚
点
を
印
す

の
が
五
大
夫
の
官
で
あ
る
と
す
る
。
黄
君
度
の
詩
と
い
い
、
李
師
中
の
詩
と

い
い
、
世
俗
の
一
般
的

な
価
値
観
に
照
ら
し
た
場
合
は
栄
誉
事
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
采
薇
の
逸
話
と
五
大
夫
の
松
の
逸
話
を
、
む
し
ろ
恥
辱
事
と
し
て
い
る
点

に

特
徴
が
あ
る
。
「
価
値
の
転
換
」
を
考
え
る
場
合
、

世
俗
に
お
け
る

一
般
的
な
価
値
観
に
お
い
て
否
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
肯
定
に
転
換

す

る
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
逆

の
場
合
も
存
す
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
肯
定
の
価
値
観
は
、
定
着
し
易
く
、
転
換
し
難
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い
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
肯
定

の
価
値
観
を
転
換
す
る
こ
と
は
、
該
当
者

(物
)
に
と

っ
て
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
諾
誰
、
颯

刺
、
皮
肉
等
、
特
別

の
意
味
内
容
を
意
図
し
た
作
品
が
多
く
な
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

世
俗
の

一
般
的
な
価
値
観
を
転
換
す
る
よ
う
な
発
想
、
表
現
よ
り
成
る
例
と
し
て
、

「
栄
」
と

「辱
」
に
関
わ
る
話
題
を
素
材
に
し
た

作
品

を
紹
介
し
た
。
俗

の
価
値
観

・
相
対
的
な
価
値
観

の
中
で
、
世
人
の
最
大
の
関
心
事
は
、
栄
と
辱
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
た

か
ら

で
あ
る
。

文

人
、
文
筆
僧

に
お
い
て
は
、
様
相
を
異
に
す
る
。
文
人
、
文
筆
僧
に
と

っ
て
の
関
心
事
は
、
文
学
の
世
界
に
お
け
る
価
値
観
で
あ
る
。

そ

こ
で
、
文
学
の
世
界
で
の
価
値
の
転
換
と
は
、
し
ば
し
ば
伝
統
的
、

一
般
的
に
定
着
し
て
い
る
も
の
と
し
て
信
じ
て
疑
わ
な
い
文
学
上

の
観
念
、
価
値
観
に
対
し
て
、
敢
然
と
し
て
立
ち
向
か
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
禅
僧

の
脳
裏
に
定
着
す
る
文
学
上
の
観
念
、
価
値
観
は
、

主
と
し
て
著
名
先
人
の
逸
話

・
故
事
や
佳
句
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
定
着
し
て
い
る
観
念
や
価
値
観
を
、
言
葉
の
上
で
否
定
し
て

作
品
化
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
が
、
内
容
的
、
論
理
的
に
読
者
を
説
得
す
る
こ
と
は
難
事
で
あ
る
。
あ
る
意
味

で
は
、
文
学
的
伝
統

を
破
壊
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
保
守
的
な
体
質

の
漢
詩
人
、
漢
詩
壇
か
ら
は
、
破
壊
者
と
し
て
、
非
常
識
の
詩
人
と
し
て

無
視
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
幸
か
不
幸
か
、
禅
林

の
文
学
は
独
自
の
展
開
を
示
し
、
旧
来
の
貴

族
を
中
心
と
し
た

漢
詩
人
、
漢
詩
壇
と
の
衝
突
、
摩
擦
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
十
二
分
に
留
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

こ
の
点

か
ら

は
、
ま
ず
価
値
の
転
換
が
認
め
ら
れ
る
中
華
の
詩
人
の
作
品
を
受
容
、
喧
伝
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ら
転
換
さ
れ

た
観
念
、
価
値
観
を

定
着
、
普
及
さ
せ
る
上
で
、
最
も
簡
便
で
堅
実
な
方
法
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
『中
華
若
木
詩
抄
』
に
は
次

の
よ
う

な
作
品
が
あ
る
。

飲
湖
上
初
晴
後
雨

蘇
東
披

水
光
激
激
晴
方
好
、
山
色
空
濠
雨
亦
奇
、
欲
把
西
湖
比
西
子
、
淡
粧
濃
抹
捻
相
宜
、

こ
の
人
口
に
膳
灸
し
た
蘇
載

の
詩
の
眼
目
は
、
抄
者
が

「西
湖
ヲ
西
子

二
比
ス
ル
モ
此
詩

ヨ
リ
始
ル
也
、
雨
奇
晴
好

ト
云
モ
此
詩

ヨ
リ
作

タ
ル
ソ
」
と
す
る
よ
う
に
、
西
湖
を
西
施
に
比
し
た
こ
と
と
、
「晴
好
雨
奇
」

の
景
を
佳
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
晴
好

雨
奇
」
に
つ
い
て
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は
、
「晴
好
」

の
み
な
ら
ず

「
雨
奇
」
に
着
目
し
た
点
が
新
味
で
あ
る
。

価
値
の
転
換
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
、

こ
の

「
飲
湖
上
初
晴
後

雨
」
詩
が
禅
林
で
愛
賞
さ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ

『中
華
若
木
詩
抄
』

に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
因
由
で
あ
る
と
考
え
る
(周
紬
黙
噂
撒蟹
囎
欄
懐
陥襲
緩

糊
榊
識

盈
筋
懸

讐

編

禦

監

のっ
製

麩

詳

螢
』雛

麗

謄

)。

梅
花

王
蒲
猜

不
受
緬
塵
半
点
侵
、
竹
籠
茅
舎
自
甘
心
、
只
因
誤
識
林
和
靖
、
惹
得
詩
人
説
到
今
、

秋
胡
子

趙
子
昂

相
逢
桑
下
説
黄
金
、
料
得
秋
胡
用
計
深
、
不
是
別
来
渾
不
識
、
黄
金
柳
試
別
来
心
、

揚
雄

謝
畳
山

寂
真
清
高

一
老
儒
、
平
生
自
許
聖
人
徒
、
太
玄
真
是
擬
周
易
、
豊
不
前
知
葬
大
夫
、

王
瀟
猜
の

「
梅
花
」
詩

は
、
下
巻
29
に
収
め
ら
れ
、
西
湖
処
士
と
称
せ
ら
れ
梅
を
愛
し
た
林
通
(宋
。
字
は
君
復
、

認
は
和
靖
先
生
)を
詠
出
す
る
。

一
詩

の
眼
目

は
、
抄
者
が

常

ニ
ハ
林
和
靖

ニ
ョ
リ
テ
梅
モ
芳
キ
ヲ
添
タ
ナ
ン
ト
玉
作

ル
一二

段
カ
ワ
リ
テ
和
靖

二
識
ラ
レ
テ
ヨ
リ
汚
ル
瓦
ト
云
フ
心

二
作
リ
タ
ル

カ
妙
也
、

と
す
る
よ
う
に
、
後
半
部
に
あ
る
。
誤

っ
て
林
適
に
識
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
詩
人
が
梅
の
詩
を
争
い
作
る
こ
と
に
な
り
、
か
え

っ
て
汚
れ

た
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
本
朝
禅
僧
の
観
念
裡

に
は
、
特

に
梅
花
ー
林
和
靖
1

「疎
影
横
斜
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
佳
句
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。
こ
の
い
わ
ぽ
文
学
上
に
お
け
る
常
識
に
対
し
て
、
挑
戦
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
王
蒲
猜

の
詩
は
禅
僧
に
、
梅
に
限
ら
ず
、

詩

の
代
表
的
素
材
と
そ
れ

に
関
わ
る
逸
話

・
故
事
、
佳
句
が

「同
様
に
発
想
す
れ
ば
価
値
を
転
換
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と

い
う
、
模
範
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
趙
孟
類
(元
。
字

は
子
昂
)
の

「
秋
胡
子
」
詩
は
、
下
巻
59
に
収
め
ら
れ
、
秋
胡
(鱗
鰍
ぺ
)
と
そ
の
妻

の
逸
話
を
詠
出
す
る
。

妻

を
迎
え
て
五
日
に
し
て
陳

に
赴

い
た
秋
胡
は
、
五
年
後
に
魯
に
帰
り
、
路
傍
に
お
い
て
採
桑

の
美
婦
を
見
、
こ
れ

に
黄
金
を
与
え
て
迫
る
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が
、
逃
げ
去
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
家
に
至

っ
て
先
の
婦
人
が
妻
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
の
妻
は
夫

・
秋

胡
を
責
め
、
河

に

身
を
投
じ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
趙
孟
頻
の
詩
の
眼
目
は
、

こ
の
不
義

・
不
実

の
秋
胡
を
弁
護
す
る
点
に
あ
る
。
故
意
に
桑
下
に
お
い
て
黄

金
で
迫

っ
た
の
は
秋
胡
の
深
い
企
み
で
あ
り
、
別
れ
て
以
来
の
妻

の
貞
節

の
心
を
黄
金
に
よ

っ
て
試
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
抄
者

は
、

(
上
略
)

タ
マ
ノ
＼

コ
x
ニ
テ

逢
タ
ル
カ
幸
ノ
コ
ト
ナ
ル
ホ
ト

ニ
妻
力
心
ヲ
シ
ラ
ン
ト
思
テ
黄
金
ヲ
以
テ
ア
ヤ
ツ
ル
ソ
、
深
キ
タ
ク
ミ

ソ
、
以
前

ノ
詩

二
引
カ
ヘ
テ
妙
ナ
ル
ソ
、

と
し
て
い
る
。
「
以
前
ノ
詩
」
と
あ
る
の
は
、
上
巻
47
に
入
る
銭
菊
友
の

「秋
胡
子
」
詩
を
指
す
。
「
郎
恩
葉
薄
妾
氷
清
、
郎
説
黄
金
妾
不

雁
口、
若
使
偶
然
通

一
笑
、
半
生
誰
信
守
孤
灯
」
と
し
、
秋
胡
の
薄
情
に
対
し
て
そ
の
妻
の
清
節

・
貞
節
を
称
揚
す
る
。
抄
者
は
、
文
学
の

世
界

で
定
着
し
て
い
る
観
念
、

価
値
観
に
基
づ
く
銭
菊
友
の
詩
よ
り
も
、

趙
孟
類
の
詩
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

読
者

.
童
蒙

は
、

二

詩
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
歴
然
と
し
た
差
異
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
確
固
と
し
て
揺
ら
ぎ
そ
う
に
な
い
文
学
上

の
観
念
、
価
値
観

す
ら
、
揺
る
が
し
得
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
謝
彷
得
(宋
。
字
は
君
直
、

号
は
畳
山

)の

「揚
雄
」
詩
は
、
下
巻
77
に
収
め
ら
れ
、
漢

の
揚
雄
を
賛
し
た

詩
で
あ
る
。
揚
雄
は
文
人
、
思
想
家
と
し
て
名
高

い
が
、

一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
に
存
す
る
。
揚
雄
の
著
書
で
あ
る

『
太
玄
経
』
は

『周

易
』

に
擬
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
も
し
そ
れ
が
真
で
あ
る
な
ら
、
後
世
王
葬
に
仕
え
た
た
め
に

「葬

ノ
大
夫
」
と
記
さ
れ

る
恥
辱
を
予
め
知

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
す
る
。
抄
者
は
、

面
白
キ
論
説
也
、
楊
雄

ハ
名
人
ナ
レ
ト
モ
王
葬
ト
云

ヘ
ル
イ
タ
ツ
ラ
者

二
引
カ
レ
テ
千
古
万
古

マ
テ
モ
名
力
汚
レ
タ
ル
ソ
、
葬
力
大
夫

　

ト
通
鑑

三
記
シ
タ
ル
ハ
太
罪
シ
テ
シ
ル
シ
タ
ル
也
、

と
す

る
。
「
通
鑑
」
に
つ
い
て
は
、

第

一
、

二
句
の
注
釈

の
項
で

「通
鑑
綱
目
第
八
云
、
葬
力
大
夫
楊
雄
死
」
と
し
て
い
る
。
謝
栃
得

の

賛
詩

で
は
、
揚
雄
や

『
太
玄
経
』
の
名
声
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
結
ば
れ
る
。
著
名
人
に
対
す
る
賛
詩
に
つ
い
て

は
、

一
般

に
は
称

揚
す

る
の
が
礼
儀
で
あ
り
、
作
法
で
あ
る
と
心
得
て
い
た
読
者
、
童
蒙

に
と

っ
て
は
、
自
己
の
賛
詩
観
の
転
換
を
も
迫
ら
れ
る
内
容
で
は

な
か

っ
た
か
。
以
上
、
王
薫
猜
、
趙
孟
額
、
謝
栃
得
の
詩
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
文
学
の
世
界
に
お
け
る
常
識
を
覆
す
内
容
を
含
ん
で
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い
る
。
価
値

の
転
換
を
内
容
に
す
る
発
想
か
ら
成
る
詩
で
あ
り
、
読
者
、
童
蒙
に
と

っ
て
は
、
自
己
の
観
念
裡

に
形
成
し
た
観
念
や
価
値

観
を
再
吟
味
し
、
新
た
に
修
正
あ
る
い
は
添
加
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
含
む
。

中
華
の
詩
人
の
み
な
ら
ず
、
本
朝

の
禅
僧

の
作
品
中
に
も
、
文
学
の
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
、

一
般
的
な
常
識
を
越
え
た
発
想
に
よ
り

詩
を
製
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
認
め
ら
れ
る
。
『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
編
者
は
、
そ
れ
ら
を
も
取
り
あ
げ
て
い
る
。

寄
故
人

・

岱
仰
之

風
月
多
情
天

一
方
、
征
鴻
滅
処
暮
天
長
、
説
情
比
髪
々
都
短
、
只
是
三
千
余
丈
霜
、

寄
越
人

江
西

賀
監
湖
辺
燕
子
天
、
蘭
舟
蕩
濠
柳
如
姻
、
青
春
不
再
楽
唯
可
、
頭
白
書
林
未
必
賢
、

仰
之

の
作
品
は
、
中
巻
55
に
収
め
ら
れ
、
遠
方
の
地
に
在
る
故
人
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
。

一
詩

の
眼
目
は
後
半
部
に
存
す
る
。
我
が
君
を

懐

う
情
を
説
示
し
て
髪
に
比
べ
れ
ば
髪
の
方
が
よ
ほ
ど
短
く
、
君
な
き
愁
い
の
髪

は
た
だ
あ
の
李
白
よ
ろ
し
く
三
千
余
丈
の
白
髪
に
し
か

過
ぎ
な
い
と
す
る
。
結
句
は
、
李
白

「秋
浦
歌
」
(其
十
五

)
詩
の

「白
髪
三
千
丈
、
縁
愁
似
箇
長
」
句

に
拠

っ
た
表
現
で
あ
る
。
そ
の
三
千
丈

の
愁
髪
が
、
我
が
情
に
比
す
れ
ば
む
し
ろ
短

い
と
す
る
。
李
白
の
詩
句
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
長

い
こ
と
を
強

調

し
た

「白
髪
三
千
丈
」
を
、
む
し
ろ
短
い
意
に
転
じ
て
い
る
。
抄
者
は
、

短
キ
髪
ヲ
ヨ
リ
テ
長
キ
ト
云
イ
ナ
シ
テ
又
其
長
キ
モ
愁

二
比

ス
レ
ハ
短
キ
ソ
ト
重

々
二
云
イ
出
タ
シ
テ
心

ハ
未
尽

シ
テ
妙
ナ
ル
作
意
也
、

と
評
価
し
て
い
る
。
本
朝
の
禅
僧
は
、
李
白

に
対
し
て
は
佳
句
を
そ
の
ま
ま
取
り
あ
げ
る
こ
と
さ
え
も
躊
躇
し
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
し
て

や
異
議
や
異
論
を
唱
え
る
た
め
に
利
用
す
る
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
決
断
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
江
西
の
作
品
も
、
中
巻
75
に
収

め
ら
れ
る
寄
人
詩
で
あ
る
。
抄
者
に
よ
る
と
、
越
前
国
に
在
る
友
竹
節
侍
者
に
寄
せ
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。

一
詩

の
眼
目
は
後
半
部

で
、
今

年

の
春
が
再
び
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
ひ
た
す
ら
遊
楽
す
る
の
が
可
で
あ
り
、
い
く
ら
勉
学
に
励
ん
だ
と
て
私

こ
そ
が
よ
い

例

で
、
書
物
の
林
の
中
で
白
頭
を
迎
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
も
い
ま
だ
誰
も
が
賢
人
と
は
認
め
て
く
れ
な
い
の
だ
か
ら
と
す
る
。
童
蒙

に
寄
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せ
た
詩
で
あ
る
。
「
学
ぶ
よ
り
は
遊
べ
」
と
い
う
内
容
は
異
色
で
あ
る
。
抄
者
も
、

叢
林

ヨ
リ
只
今
諸
老

ノ
詩
作
リ
テ
申
サ
ル
ヘ
キ
ヤ
ウ
推
量
申

ス
ニ
只
今
御
里

二
御
座
ア
リ
テ
御
遊
楽
無
用
力
早
々
御
帰
リ
ア
リ
テ
学
問

ヲ
メ
サ
レ
イ
ト
ア
ル
ベ
シ
、
ソ
レ
モ
余
義

モ
ナ
ケ
レ
ト
モ
私
ノ
心
中

ハ
サ
ウ

ハ
ナ
イ
ソ
、
(下
略
)

と
す
る
。
江
西
の
詩
は
、
寄
人
詩
、
特
に
童
蒙

に
寄
せ
る
詩
の
常
識
を
破

っ
て
い
る
点
で
新
味
で
あ
る
。
諸
老
の
詩
が
速
や
か
な
上
洛
と

勉
学
を
促
す
中
に
あ

っ
て
、
江
西
の
詩
は
異
彩
を
放

っ
て
い
た
と
推
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
心
よ
り
遊
楽
を
勧
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

こ
の
点

は
抄
者
も
、

捻

シ
テ
此
詩

ハ
吾
身
ヲ
卑
下
シ
テ
シ
カ
モ
サ
ス
リ
テ
ツ
メ
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
詩

ソ
、

ソ
コ
ハ
全
体
早
々
帰
テ
学
問
ヲ
セ
ヨ
ト
云
フ
心
ア
ル
ソ
、

と
し
て
い
る
。
早
速

の
上
洛
と
勉
学
を
逆
説
的
に
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
な
価
値
観
を
故
意

に
無
視
、
破
壊
す

る
こ
と
に
よ
り
、

改
め
て
そ
の
価
値
観
の
意
味
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
西
の
詩

の
意
図
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
上
、
本
朝

の
禅
僧
の
寄
人
詩

の
中

に
例
を
求
め
た
。
文
学
の
世
界
に
お
け
る
観
念
や
価
値
観
を
転
換
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
華
の
詩
人
の

作
品
例

に
比
べ
て
は
る
か
に
穏
や
か
で
あ
る
の
は
、
本
場
の
文
学
世
界
に
お
け
る
歴
史
、
伝
統

の
重
さ
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

異
国
人
が
軽
々
に
論
評
す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

禅
語

に

「
風
流
な
ら
ざ
る
処
ま
た
風
流
」
が
あ
る
。
風
流
な
ら
ざ
る
処
に
風
流
を
見
出
し
得
る
の
が
、
禅
僧
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
眼

前
に
存
在
す
る
も
の
が
風
流
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
中
に
風
流
を
感
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
禅
僧
の
実

生
活

に
お
い
て
は
、
観
念
的
に
で
は
な
く
、
自
然

に
そ
れ
が
実
践
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
相
対
的
な
価
値
観
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と

の
な
い
禅
僧
、
禅
宗
に
と

っ
て
は
、
そ
れ
が
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
方
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

文
学
、
作
品
の
世
界

に
も
反
映
さ
れ
る
。
結
果
的

に
は
、
伝
統
的
、

一
般
的
な
観
念
や
価
値
観
で
は
理
解
し
難
い
内
容

に
な
り
易
い
。
読

者
に
と

っ
て
は
、
新
鮮
で
は
あ

っ
た
が
、
論
理
や
実
証
を
無
視
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
難
解
で
も
あ

っ
た
と
推
さ
れ

る
。
な
お
、
こ
の

思
考
法
と
実
践

は
禅
僧
独
得

の
も
の
の
よ
う
に
説

い
て
き
た
。
が
、
文
学
作
品

に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
華
の
詩
人
の
作
品
の
中
に
も
認
め
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ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
『中
華
若
木
詩
抄
』
の
編
者
は
、

そ
れ
ら
も
紹
介
す
る
。

中
華

の
詩
人
の
作
品
に
す
で
に
禅
的
な
発
想
が
認
め
ら

れ

る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
「
詩
禅

一
致
」
を
実
証
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

荷
花

陸
務
観

南
浦
清
秋
露
冷
時
、
凋
紅
片
々
已
堪
悲
、
若
教
具
眼
高
人
看
、
風
折
霜
枯
似
更
奇
、

梅

陸
務
観

一
花
両
花
春
信
回
、
南
枝
北
枝
風
日
催
、
欄
慢
却
愁
零
落
尽
、
丁
寧
且
莫
十
分
開
、

と
も
に
中
華
の
陸
游
(宋
。
字
は
務
観
、

号
は
放
翁
ほ
か
)
の
作
品
で
あ
る
。
前
者
は
、
上
巻
81
に
収
め
ら
れ
、
荷
花
に
対
す
る
賛
詩

で
あ
る
。

一
詩

の
眼
目
は
後

半
部
で
あ
る
。
も
し
具
眼
の
高
尚
人
の
看
賞
に
供
し
た
な
ら
ば
、
風
に
折
れ
霜
に
枯
れ
た
無
残
の
姿
態
も
か
え

っ
て
奇
絶

の
景

に
似
る
と

す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
具
眼
者

・
悟
得
者
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
抄
者
は
、

此
景

モ
世
上
ノ
至
ラ
ヌ
者

ノ
上
デ

コ
ソ
荷
花
ノ
零
落

二
感
シ
テ
カ
ナ
シ
ム
ベ
ケ
レ
、
大
明
眼
ヲ
具
シ
タ
ラ
ン
ズ
ル
高

一
看

ナ
ル
人

二
見

　

　

セ
タ
ラ
バ
風

二
折
霜

二
枯

タ
ル
体
モ
却
テ
面
白
カ
ル
ベ
キ
也
、

コ
X
ガ
時
節
因
縁
也
、

と
注
釈
す
る
。
陸
游
自
身
に
そ
の
看
賞
が
可
能
で
あ

っ
た
か
否
か
は
判
じ
難

い
が
、
少
な
く
と
も
凋
落

の
景
に
奇
絶
を
見
出
す
法
、
風
流

な
ら
ざ
る
処
に
風
流
を
見
出
す
法
の
存
在
を
知
り
、
実
践

に
努
力
し
て
い
た
姿
勢
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「世
上
」
の
人
の
陸
游
で

あ

る
か
ら
、
文
字
通
り
に
仮
定
事
に
解
し
て
も
足
り
る
。
が
、
禅
僧

の
読
者
に
と

っ
て
は
、
悟
り

の
深
浅
が
そ

の
ま
ま
理
解
の
深
浅
を
も

た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
童
蒙

に
と

っ
て
は
、
心
構
え
と
し
て
肝
に
銘
ず
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
真
の
理
解
の
難
し
い
作
品
で
あ
ろ
う
。

後
者
は
、
中
巻

22
に
収

め
ら
れ
、
梅

に
対
す
る
賛
詩
で
あ
る
。
陸
游
は
梅
を
愛
賞
し
た
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

一
詩

の
眼
目
は
、
十
分

に
満
開
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
す
る
後
半
部
に
存
す
る
。
抄
者
は
、

梅
花
カ
マ
イ
テ
十
分

二
開
ク
ヘ
カ
ラ
ス
、
十
分
ナ
レ
ハ
零
落
ノ
愁
カ
ア
ル
ソ
、
イ
ッ
マ
テ
モ
十
分

ナ
ラ
ス
ハ
ヨ
カ
ラ
ウ
ス
ル
ソ
、

と
要
約
し
て
い
る
。
満
開
を
望
ま
な
い
理
由
と
し
て
、
陸
游
は
そ
の
後

の
零
落

の
愁

い
を
あ
げ
て
い
る
。
変
化
相

の
中
に
梅
花
を
置
い
て
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お
り
、
無
常
観
を
根
底
に
し
た
鑑
賞
法
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
鑑
賞
法
は
禅
僧

の
風
流
な
ら
ざ
る
処
に
も
風
流
を
認
め
よ
う
と
す

る
主
張
の

一
つ
の
実
践
と
も
解
さ
れ
る
。
参
禅
し
て
問
も
な
い
童
蒙

に
と

っ
て
は
、
陸
游

の
後
半
部
こ
そ
は
、
ク
ラ
イ

マ
ヅ
ク
ス
を
最
上

の
風
流
と
せ
ず
、
風
流
な
ら
ざ
る
処
に
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
す
る
理
由
の

一
端
が
説
明
さ
れ
て
い
る
と
解
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

隠
者

陳

一
斎

洗
耳
人
間
事
不
聞
、
青
松
為
友
鹿
為
群
、
莫
言
隠
者
無
功
業
、
早
晩
山
中
管
白
雲
、

中
巻

38
に
収
め
ら
れ
る
陳

一
斎
の

「隠
者
」
詩
を
添
え
る
。

一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
に
存
す
る
。
隠
者
を
賛
す
る
に
あ

た
り
、
隠
者
に
は

働
き
が
無
い
と
責
め
て
は
な
ら
な
い
、
早
朝
よ
り
晩
景
に
い
た
る
ま
で
白
雲
を
管
理
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
す
る
。
世
人
に
と

っ
て
無

為
に
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
隠
者
に
対
し
、
白
雲
を
管
理
す
る
と
い
う
功
業
を
見
い
出
し
て
い
る
。
風
流

の
発
見
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
抄
者
が

「功
業
ヲ
云
テ
功
業
ノ
ナ
キ
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
妙
也
、
雲

ヨ
リ
外

ハ
事
業
ナ
イ
ト
キ

コ
ヘ
タ
也
、
静
中

ノ
動
ソ
」
と
す

る
よ
う
に
、
世
俗

の
観
点
か
ら
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
功
業
が
無
い
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
複
雑
で
あ
る
。
重
層
的
な

発
想
、
表
現
と
言
え
よ
う
。
文
学
、
風
流
の
観
点
か
ら
は
無
よ
り
有
を
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
世
俗
の
観
点
か
ら
は
や
は
り
無
に
帰
す

る
わ
け
で
あ
る
。

本
朝
の
禅
僧
の
作
品
中
か
ら
は
、
惟
肖
と
希
世
の
作
品
を
紹
介
す
る
。

秋
日
聴
鶯

惟
肖

疎
柳
無
姻
暁
日
明
、
秋
来
猶
自
着
喘
鶯
、
不
知
老
去
歌
声
短
、
恰
似
春
前
瞬
未
成
、

無
画
扇

惟
肖

楮

裁
便
面
勝
霜
雪
、
不
使
丹
青
着
畳
間
、
我
自
胸
中
多
筆
意
、
趙
昌
花
草
郭
灘
山
、

惟
肖

の
二
詩
で
あ
る
。
前
者
は
、
中
巻
57
に
収
め
ら
れ
、
秋
日
の
鶯
声
を
詠
出
し
て
い
る
。

一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
に
あ
る
。
老

い
の
た

め
に
そ
の
歌
声
が
短
く
な

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
、
あ
た
か
も
春
よ
り
前
い
ま
だ

一
人
前
の
声
で
な
い
初
音
の
嘩
り
の
ご
と
く
聞
い
た
こ
と
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で
あ
る
と
す
る
。
抄
者
は

「
立
カ
ヘ
リ
却
テ
初
音
ノ
ヤ
ウ

ニ
聴

ナ
サ
レ
タ
ル
作
意
也
」
と
評
し
て
い
る
。
歌
声
が
短
く
な
り
い
さ
さ
か
風

流
を
欠
く
老
声
を
、
発
想
の
転
換
に
よ
り
未
成
熟

の
声
と
し
て
、
初
音

の
よ
う
に
聴
く
点
が
新
味
で
あ
る
。
後
者
は
、
下
巻
28
に
収
め
ら

れ
、
無
画

の
白
扇
に
対
す
る
賛
詩
で
あ
る
。

一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
に
あ
り
、
抄
者
は
、

丹
青

ヲ
着
ケ
ヌ
モ
又
可
也
、

我
胸
中

ニ
ハ
種
々
サ
マ
ー

ノ
絵
様
ガ
ア
ル
ソ
、
(中
略
)

我
力
胸
中

ニ
ハ
趙
昌
力
花
モ
郭
熈
力
山

モ
ソ

ノ
マ
Σ
ニ
テ
ア
レ
ハ
画
テ
無
用
ソ
、

と
す
る
。
画
図
を
欠

い
た
白
扇
で
は
い
か
に
も
無
風
流
で
あ
り
、
賛
詩
す
る
こ
と
も
難
事
で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
胸
中
に

「筆

意
」

・
画
意
さ
え
存
す
れ
ぽ
、
む
し
ろ
そ
れ
を
自
在
に
描
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
風
流
そ
の
も
の
で
あ
る
と
の
発
想
で
あ
る
。
無
よ
り

有
を
生
ず
る
発
想
と
し
て
典
型
的
で
あ
る
。

謝
官
客
見
過
村
居

村
奄

山
籠
莫
掃
白
雲
深
、
門
径
休
鋤
緑
蘇
侵
、
却
是
村
居
自
然
趣
、
風
流
称
得
貴
人
心
、

画
猿

希
世

鉄
石
心
肝
画
得
成
、
依
傭
三
峡
月
明
情
、
愁
人
相
見
断
膓
尽
、
縦
是
無
声
還
有
声
、

白
牡
丹

村
蕎

堂
後
新
開
氷
玉
姿
、
却
疑
夜
雨
洗
嚥
脂
、
豪
家
争
買
紅
兼
紫
、

一
種
風
流
人
不
知
、

希

世
の
三
詩
で
あ
る
。
「
謝
官
客
見
過
村
居
」
詩
は
、

中
巻
4
に
収

め
ら
れ
、

貴
人
の
来
訪
を
謝
し
た
詩
で
あ
る
。
後
半
部
に
つ
い
て
、

抄

老
は
、

(上
略
)

山
中
ソ
ノ
マ
玉
ノ
風
景
ヲ
却
テ
風
流

二
思
食

ホ
ト
ニ
ソ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
馳
走

シ
テ
掃
地
ヲ
モ
イ
タ
サ
ヌ
、

更

二
怠
慢

ノ
儀

ニ
テ

ハ
ナ
イ
ト
謝

シ
申

ス
コ
Σ
ロ
ナ
リ
、

と
す
る
。
白
雲
を
掃

い
緑
酵
を
鋤
し
な
い
の
は
、
あ
る
が
ま
ま

の
村
居
野
趣
の
中
に
か
え

っ
て
都
に
は
存
在
し
な

い
別
種
の
風
流
が
見
出
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さ
れ

て
御
意

に
適
う
の
で
は
な
い
か
と
す
る
発
想
で
あ
る
。
読
者
、
童
蒙
に
と

っ
て
は
弁
解
が
ま
し
く
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ

れ
で

は
凡
俗

の
人
の
理
解
な
の
で
あ
る
。
希
世
の
詩
は
、
禅
僧
が
可
と
す
る
風
流
の
あ
り
方
、
風
流

へ
の
対
し
方
を
も
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
「
画
猿
」
詩
は
、

中
巻
37
に
収
め
ら
れ
、

猿
を
描
い
た
図

へ
の
賛
詩
で
あ
る
。

一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
に
あ
る
。
何
と
な
き
人
で
さ

え
哀

れ
で
あ
る
の
に
、
ま
し
て
愁

い
に
沈
む
人
が

こ
れ
を
見
た
な
ら
ば
断
腸
し
尽
く
し
、
た
と
え
図
中
に
声
は
無
く
と
も
か
え

っ
て
声
が

あ
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
抄
者

は
、

　

　

の　

画
猿

二
声
カ
ナ
イ
ト
云

ヘ
ト
モ
声

ア
ル
ト
同

シ
コ
ト
也
、

声
ア
ル
モ
断
レ
人
膓
、

無
レ声

モ
断
レ
人
膓
ホ
ト
ニ
画
猿
ト
真
猿

ト
ノ
隔
テ

ハ

ナ
イ
ソ
、
妙
ナ
ル
詩
也
、

と
し

て
い
る
。
無
声
の
猿
図
で
あ
る
が
、
図

の
迫
真

に
よ
り
愁
人
は
断
腸

の
思

い
に
沈
み
、
結
果
的
に
は
三
峡
の
断
腸

の
猿
声
が
在

っ
た

の
と
同
じ
だ
と
す
る
。
愁
人
が
断
腸
の
思

い
に
沈
む
の
は
迫
真

の
猿
図
を
眼
前
に
し
て
共
感
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ

の
共
感
は
と
り
も

な
お
さ
ず
三
峡
の
断
腸
の
猿
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
視
覚
の
世
界
で
あ
る
画
図
中

に
音
声
を
聴
取
し

よ
う
と
す
る
鑑
賞
法
は
、
そ
れ
ほ
ど
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
希
世

の
詩

の
発
想
法
も
こ
れ
を
倣

っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
「
無
声
」
を
印
象
付
け
た
上
で

「有
声
」
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
単
に

「
音
声
が
聴
取
さ
れ
る
」
と
か

「音
声

を
聴
取
し
な
さ
い
」

と
言
う
の
で
は
な
い
。
「
白
牡
丹
」
詩
は
、

下
巻
24
に
収
め
ら
れ
、
白
色

の
牡
丹
花

に
対
す
る
賛
詩
で
あ
る
。

一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
に

あ
る
。
豪
家

.
官
家
に
お
い
て
は
、
紅
や
紫

の
牡
丹
を
争

い
買
う
ば
か
り
で
、
白
牡
丹
が
具
備
す
る

一
種
格
別
の
風
流

に
つ
い
て
は
気
付

い
て
い
な
い
と
す
る
。
抄
者
は
、

(上
略
)

コ
ノ
白
牡
丹

ハ
一
種
別
段

ノ
風
流

ナ
ト
云
「
ハ
イ
マ
タ
官
家

二
知
ラ
ヌ
也
、

コ
X
ガ

一
段
ノ
賞
翫
ナ
リ
、

紅
紫
ノ
ヤ
ウ

ニ
人

力
争
テ
ハ
曲
ナ
イ
ソ
、
人
ノ
不
知
処
力
妙
也
、

と
す

る
。
文
学
世
界

の
風
流
を
形
成
し
、
時
世
の
風
流
を
左
右
し
た
豪
家

・
官
家

の
価
値
観
に
対
し
、
全
面
的
に
否
定
、
反
抗
し
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
挑
戦
を
試
み
て
い
る
。
「
人
ノ
不
知
処
力
妙
也
」
と
あ
る
が
、

視
点

・
観
点
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
顧
み
ら
れ
る
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こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
に
新
た
な
価
値
を
添
え
よ
う
と
し
た
点
が
新
味
で
あ
る
。

『中
華
若
木
詩
抄
』
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
作
品

の
中
で
、

平
素
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
る
対
象

の
中
に
価
値
を
見

出
し
て
い
る
よ
う
な

作
品
を
紹
介
し
た
。

い
わ
ば

「風
流
な
ら
ざ
る
処
」
に
風
流
を
見
出
し
た
よ
う
な
作
品
で
あ
り
、

一
般
的
、
伝
統
的

な
観
念
や
価
値
観
を

転

換
し
、
時

に
は
新
た
に
添
加
す
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
は
、
や
は
り

「価
値

の
転
換
」
を
意
図
す
る
発
想
に
よ

っ

て
成

っ
た
詩
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
「風
流
な
ら
ざ
る
処
ま
た
風
流
」
の
禅
語
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
発
想

こ
そ
は
、
禅
僧
に
容

易

に
理
解
さ
れ
、
ま
た
実
践
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
童
蒙

に
と

っ
て
は
、
早
急
に
馴
れ
親
し
み
、
や
が
て
自
在

に
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
発
想
法
で
あ

っ
た
。

禅
語

に

「須
弥
芥
子
に
入
る
」
が
あ
る
。
極
大
の
須
弥
山
を
極
小
の
芥
子
の
中
に
入
れ
る
の
意
で
、
大
と
小
と
い

っ
た
相
対
的
な
見
方

を
超
越
し
た
融
通
無
碍
の
大
悟
の
境
界
を
表
現
し
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
い
わ
ば

「須
弥
芥
子
に
入
る
」
に
も
類
し
た
、
融
通
無
碍
の
発

想

か
ら
成
る
詩
が
認
め
ら
れ
る
。
俗
人
に
と

っ
て
は
理
解
し
難

い
も
の
で
あ
る
が
、
い
か
に
も
禅
味
を
滞
び
た
作
品

で
あ
る
と
感
心
す
る

こ
と
も
あ
る
。
理
性
的
に
は
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
感
覚
的
に
は
首
肯
し
得
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
詩

に
お
け
る
発
想
と
表

現

を
、
や
は
り

「
価
値

の
転
換
」
を
意
図
し
た
発
想
と
表
現
と
し
て
考
え
た
い
。
作
者
が
禅
僧
の
場
合
、
宗
教
的
基
盤

・
悟
境
を
も

っ
と

も
端
的
に
示
し
て
い
る
詩
と
考
え
る
。
『
中
華
若
木
詩
抄
』
よ
り
、
若
干
の
作
品
を
紹
介
す
る
。

謁
諸
葛
草
窟

劉
清
叔

泉
声
猶
帯
囎
時
寒
、
曽
有
人
龍
此
地
蠕
、
未
必
鼎
分
天
下
后
、
乾
坤
得
似
草
盧
寛
、

中
華
の
詩
人
で
あ
る
劉
井
(宋
。
字

は
清
叔
)
の
作
品
で
あ
る
。
下
巻
61
に
収

め
ら
れ
、
諸
葛
孔
明
の
旧
厘
を
訪
れ
た
折

の
感
慨
を
詠
作
し
て
い
る
。

一
詩

の
眼
目
は
後
半
部
に
存
し
、
劉
備
の
た
め
に
尽
力
し
て
天
下
を
三
分
し
て
蜀
の
地
を
得
た
孔
明
で
あ
る
が
、

い
ま
だ
そ
の
天
地
は
か

つ
て
そ
の
裡

に
あ

っ
て
自
在
に
謀
を
運
し
た
草
盧
の
広
大
さ
に
は
似

る
べ
く
も
な
い
と
す
る
。
抄
者
は
、

諸
葛
力
心

ニ
ハ
草
盧
ヲ

一
天
下
ト
思
ヒ

一
天
下
ヲ
草
鷹

ト
思
ヒ
タ
ル
也
、

(中
略
)
然

ル
間
草
鷹

ニ
イ
タ
ト
キ

ハ
天
下
寛

シ
ト
思

タ
ル
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力
草
鷹

ヲ
出
テ
天
下

ヲ
三

ツ
ニ
鼎
分
シ
テ

ハ
一
日
モ
安
キ
心
ナ
ク
シ
テ
天
下
ヲ
事
外

セ
バ
ク
思
ソ
、
劉
備

ノ
天
下

ハ
草
盧
ノ
寛
カ
リ
シ

ヤ
ウ

ニ
モ
ナ
イ
ソ
、
乾
坤

ハ
天
下
ト
云
心
也
、

一
転
シ
テ
妙
ナ
ル
詩
也
、

と
あ

る
。
劉
井

の
場
合
、
お
そ
ら
く
は
孔
明
が

一
天
下
の
動
静
を
掌
握
し
な
が
ら
隠
棲
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
草
庵
の
裡
に
は
天
下

が
存
在
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
分
さ
れ
た
天
下
で
は
比
べ
よ
う
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
劉
井
の
禅
的
素

養

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
詩

の
発
想
は
禅
的
発
想

に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

李
白
看
爆
図

横
川

三
千
尺
爆
雪
瓢
空
、
李
白
題
詩
立
晩
風
、
若
変
銀
河
成
斗
酒
、
盧
山
渾
可
在
胸
中
、

李
白
騎
鯨
図

球
書
記

泥
視
君
王
欄
酔
中
、
錦
砲
色
映
牡
丹
紅
、
開
元
天
下

一
盃
水
、
去
跨
鯨
魚
汗
漫
風
、

凍
覧

天
隠

山
房
引
水
遠
連
筒
、
雪
後
漏
々
疑
不
通
、
氷
底
今
無
疏
難
手
、
禺
功
未
到

一
竿
中
、

本
朝

の
禅
僧

の
作
品
で
あ
る
。
横
川
の
詩
は
、
中
巻
31
に
収
め
ら
れ
、
李
白

の
看
爆
の
図
に
対
す
る
賛
詩
で
あ
る
。
李
白

「
望
盧
山
漫
布
」

(牒
二
)詩

の

「飛
流
直
下
三
千
尺
、
疑
是
銀
河
落
九
天
」
句
や
杜
甫

「
飲
中
八
仙
歌
」
詩

の

「李
白

一
斗
詩
百
篇
、
長
安
市
上
酒
家
眠
」
句

に
も
拠

っ
て
い
る
。
横
川
詩

の
眼
目
は
後
半
部
で
あ
る
。
抄
者
は
、

李
白

ハ
又

一
斗
百
篇
ト
テ
酒

一
斗

ノ
ミ
テ
詩
百
篇
作

ル
ソ
、
若
此
銀
河
ヲ

一
斗

ノ
酒
ト
ナ
シ
タ
ラ
バ
李
白

一
ロ

ニ
汲
尽

ス
ヘ
シ
、
然
ラ

バ
盧
山
ノ
爆
布

ハ
李
白
力
胸
中

ニ
ア
ル
ヘ
キ
ソ
、
快

ニ
ツ
ク
ラ
レ
タ
ソ
、

コ
レ
モ
唐
人
ノ
古
詩

二
胸
中

二
有
盧
山
ト
云
タ
ホ
ト
ニ
ソ
レ

ヨ
リ
心
ヲ
設
ケ
タ
ソ
、

と
注
釈
し
て
い
る
。
銀
河
を
斗
酒
に
変
ず
れ
ば
李
白

の
汲
尽
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
盧
山
の
爆
布

は
す

っ
か
り
李
白

の
胸
中
に
収
め
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
が
、
も
し
鷹
爆

の
銀
河
を
斗
酒
に
変
ず
れ
ば
、
李
白
の
た
ち
ま
ち
飲
み
干
し
て
詩
百
篇
を
製
す
る
と
こ
ろ
と
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な
り
、
盧
山
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
李
白

の
胸
中
に
在

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
の
意
に
解
す
る
方
が
妥

当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

理
屈
に
過
ぎ
、
中
華
の
詩
人
に
類
似

の
表
現
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

「
快

ニ
ツ
ク
ラ
レ
タ
ソ
」
と
評
価
す
る
の
は
、
胸
中

に
鷹

山

在
り
と
す
る
発
想
が
禅
者

の
発
想
と
し
て
共
感
を
呼
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。
球
書
記
の
詩
は
、
中
巻
73
に
収
め
ら
れ
、
李
白
が
鯨

に
騎

し

て
去
る
図

へ
の
賛
詩
で
あ
る
。
「
李
白
騎
鯨
」

の
こ
と
は
、

そ
も
そ
も

「
仙
」

の
要
素
の
濃

い
逸
話
で
あ
り
、

常
識
で
は
理
解
し
難

い

逸
話
で
あ
る
。
球
書
記

の
詩

の
眼
目
は
後
半
部
に
存
す
る
。
抄
者
は
、

大
唐

ノ
一
天
下
ヲ
ハ
一
盃
ノ
水
ホ
ト

ニ
思
ソ
、

コ
ノ
ヤ
ウ
ナ
天
下

ニ
ハ
ス
マ
レ
テ
コ
ソ
、
激
々
タ
ル
大
洋
海

へ
入

テ
鯨
魚

ニ
ノ
リ
テ
汗

漫

ト
九
該
ノ
上

二
期

シ
テ
盧
空

ヲ
列
子
ナ
ン
ド
カ
如
ク
飛
行
自
在
ナ
ラ
イ
デ

ハ
曲
ナ
イ
ソ
、
汗
漫
風

ハ
虚
空

ノ
風

ノ
心
也
、

と
す
る
。
開
元
の
大
唐
天
下
を
も

一
盃

の
水
ほ
ど
に
し
か
見
倣
さ
ず
、
こ
れ
を
見
捨
て
て
鯨
魚
に
跨
り
広

々
と
し
た
虚
空

の
風

に
乗
じ
て

自
在
に
飛
行
す
る
李
白
で
あ
る
。
編
者

・
抄
者
は
、
開
元
の
大
な
る
天
下
を
小
な
る

一
盃
の
水
に
比
し
た
発
想
、
さ
ら
に
は
鯨

に
跨
り
虚

空

を
飛
行
し
て
い
る
と
し
た
画
図

の
舞
台
設
定
に
共
感
を
覚
え
た
た
め
に
取
り
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
隠
の
詩
は
、
中
巻
41
に
収
め
ら

れ
、
凍
り
つ
い
た
覧
を
詠
じ
て
い
る
。

一
詩
の
眼
目
は
後
半
部
で
あ
り
、
今
や
凍
り

つ
い
た
覧
の
氷
を
き
り
開
い
て
水
を
通
わ
す
た
め
の

妙
手
を
欠
き
、
天
下

の
洪
水
を
治
め
た
禺
の
功
績
も
い
ま
だ
わ
ず
か

一
竿
の
中
に
及
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
す
る
。
抄
者
は
、

夏
ノ
禺

ハ
九
年

ノ
洪
水
ヲ
治

メ
テ
天
下
ノ
大
功
ヲ
ナ
サ
レ
タ
ソ
、
天
下
ヲ
九
ツ

ニ
分
テ
其
中

二
縦
横

二
、ミ
ゾ
ヲ
ホ
リ
テ
水
ヲ
平
ケ
テ
田

地
ヲ
開
也
、
天
下
水
通

セ
ス
ト
云
処
モ
ナ
キ
ソ
、
小
キ
ナ
ル
中

へ
大
ナ
ル
故
事
ヲ
用
テ
妙
ナ
ル
詩
也
、

と
評
し
て
い
る
。
わ
ず
か

一
竿

の
話
題
に
大
天
下
の
故
事
を
詠
出
す
る
点
を
評
価
し
て
い
る
。
悪
く
す
れ
ば
真
実
味

を
欠
く
戯
れ
の
詩
と

も
解
さ
れ
る
が
、
作
者

・
禅
僧
に
と

っ
て
は
禅
味
を
発
揮
し
た
発
想
、
表
現
と
し
て
得
意
で
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

『中
華
若
木
詩
抄
』
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
作
品
の
中
で
、

世

の
常
識
を
越
え
た
融
通
無
碍
の
発
想
よ
り
成
る
作
品

を
紹
介
し
た
。

い
わ

ゆ

る

「
須
弥
芥
子
に
入
る
」

に
も
類
し
た
発
想
の
看
取
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
悟
境
を
得
た
禅
僧
に
と

っ
て
は
、
観

念
的
に
で
は
な
く
、

自
然
に
発
想
、
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
世
俗
の
読
者
や
童
蒙
に
と

っ
て
は
、
不
馴
れ
な
、
理
解
し
難
い
発
想
、
表
現
で
あ
る
。

た



だ
し
、
そ
れ
だ
け
に
禅
僧
、
禅
詩
ら
し
い
発
想
、
表
現
と
し
て
新
鮮
に
も
感
じ
、
積
極
的

に
評
価
も
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
童
蒙

に
と

っ
て
は
、
悟
境
を
伴
わ
な
け
れ
ば
無
意
味
の
発
想
、
表
現
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
、
今
す
ぐ
の
必
要
は
な
い
が
、
や
が
て
禅
僧
、
文
筆
僧

と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
習
熟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
発
想
、
表
現
で
あ

っ
た
。

以
上
、
本
項
で
は
、
『中
華
若
木
詩
抄
』
に
収
め
ら
れ
る
詩
を
、

内
容
面
か
ら
検
討
し
た
。

作
詩

の
基
本
と
も
言
う
べ
き
、
素
直
な
発

想
と
平
易
な
表
現
か
ら
な
る
詩
も
取
り
あ
げ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
特
徴
的
な
の
は
、
伝
統
的
、

一
般
的
な
観
念
や
価
値
観
の

転
換
が
看
取
さ
れ
る
よ
う
な
作
品
を
多
く
取
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「価
値

の
転
換
」
を
内
容
と
し
た
発
想
よ
り
成
る

詩
で
あ
る
。
こ
の

「価
値

の
転
換
」
を
内
容
と
す
る
発
想
は
、
相
対
的
な
価
値
観

に
と
ら
わ
れ
な
い
自
在
の
物
の
見
方
や
考
え
方
、
さ
ら

に
生
き
方
を
志
向
す
る
禅
僧
に
と

っ
て
は
、
容
易
で
我
が
意
を
得
た
発
想
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

『中
華
若
木
詩
抄
』

の
編
者

・
抄
者
は
、

そ

の
こ
と
を
勘
案
し
、
特
に
主
た
る
読
者
、
利
用
者
で
あ
る
童
蒙
に
対
し
、
か
な
ら
ず
習
熟
し
て
将
来
実
践
す
べ
き
発
想
法
と
考
え
、
積

極
的

に
取
り
あ
げ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
童
蒙
が
禅
僧
、
文
筆
僧
と
し
て
大
成
す
る
こ
と
を
期
し
て
の
選
択
で
あ
り
、
老
婆
親
切
心
か

ら
な

る
選
択
で
あ
る
。
『中
華
若
木
詩
抄
』
の
編
者
の
編
纂
意
図
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
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